
第3部 公 害 の 現 状 と 対 策

第 1 章 大 気 汚 染

第 1 節 大気汚染の現況

概 要

本県では大気汚染に係る環境基準物質の測定を表 3 3 の と お り 実施 してい るが 大規模な発生源が

少な いため、 二酸化硫黄は じめ各汚染物質 と も 全国的に も低汚染地域であ り 、 経年的に も横ばい傾向

が続いてい る 。 昭和 5 8 年度の測定結果に よ る と 、 光化学オキ シダ ン ト につ いて短期的には若干環境

基準を超える地点があ るが、 長期的評価に よ る と鳥取市松並町 (固定局衛生研究所) では全物質が環

境基準に適合 し、 西部移動測定局 (米子保健所~ 境港工業高校) も適合 して い る と考え られる 。 (表 3 4 )

ま た 、 自動車排出ガ ス に よる 大気汚染は 、 一酸化炭素 につ いて横ばいの傾向 にあ る 。

表 3 3 一般環境大気及び自動車排出 ガス測定局一覧表

測 定 局 所 在 地

測 定 項 目

二酸化
硫 黄

一酸化
炭 素

浮遊粒子
状 物 質 譲 化 務

光 化 学
オキシダン ト

般環境大気測定局
衛 生 研 究 所 鳥取市松並町二丁目 ○ ○ ○ ○ ○

測定局西部移動
米 子 保 健 所 米子市西福原 ○ ○ ○ ○ ○

境港工業高校 境港市竹内町 ○ ○ ○ ○ ○

日 吉 津 日 吉津村 日 吉津 ○

ガス測定局自動車排出
日 交旅行セ ン タ ー 鳥取市末広温泉町 ○

丸 山 交 差 点 鳥取市松並町三丁目 ○

中 国 電 力 前 米子市加茂町 ○

(注) 11 . ○印 は測定実施

2 . 西部移動測定局は コ ン テ ナ ー方式に よ り 2 地点を測定する移動局

3 . 境港工業高校は昭和 5 9 年 2 月 か ら境港市老人福祉セ ン タ ー (境(境港市竹内町) に変更。
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表 3 4 大気汚染の現況

測 定 物 質 環 境 基 準

測 定 結 果 (単位 浮遊粒子状物質吻/#、 そ の他翻 )

評 価

衛 生研 究 所 米 子 保 健 所 境港工業高校 日 吉 津

二 酸 化 い お う

1 時間値の 1 日 平均値

0 . 0 4 脚以下

0. 00 1 ~

0 . 01 3

0 . 002 ~

0 . 0 1 0

0 . 002 ~

0 . 009

0 . 00 1 ~

0 027
全測定局が環境基準に適合

してい る と考え ら れる 。

1 時間値 0 . 1 岬以下
o. 00 ~

0 . 05

o . 00 ~

0 03

0 . 00 ~

0 . 04

0 ･ 00 ~

0 . 1 0

一 酸 化 炭 素

1 時間値の 1 日平均値

1 0 中以下

0 . 1 ~

1 . 1

0 . 3 ~

L 1

0 . 1 ~

0 . 5

/
全測定局が環境基準に適合

してい る と考え ら れる 。
1 時間値の 8 時間平均

値 2 0 中以下

0 . 1 ~

1 . 6

0 . 2 ~

1 . 7

0 . 1 ~

1 . 1

浮 遊 粒 子 状 物 質

1 時間値の 1 日平均値

0. 1 0 噂/#以下

0 . 008 ~

0 071

0 . 006 ~

0 . 045

0 . 002 ~

0 . 081
全測定局が環境基準に適合

してい る と考え ら れる 。
1 時間値

0 . 2 0 勿“/露以下

0 00 ~

0 20

0 ･ 00 ~

0 . 1 3

o . 00 ~

0 1 4

全測定局が環境基準に適合

してい る と 考え ら れる 。
二 酸 化 窒 素

1 時間値の 1 日平均値

が 0. 0 4 ~ 0 0 6 脚 ま

での ゾー ン 内又はそれ

以下

0 . の0 ~

0 . 030

0 . 002 ~

0 . 026

0 . 001 ~

0 . on

光化学オ キ シ タ ン ト 1 時間値 0 . 0 6 中以下
0. の ~

0 . 08

o . 00 ~

0 . 08

0 . 00 ~

0 . 09

全測定局で環境基準を若干
超えたが、 緊急時の措置基
準 0 . 1 2 PPmを超え る こ と は
なか っ た。



昭和 4 8 年 5 月 8 日環境庁告示第 2 5 号制定
昭和 4 8 年 5 月 1 6 日 環境庁告示第 3 5 号一部改正
昭和 5 3 年 7 月 1 1 日 環境翹庁告示第 3 8 号一部改正

蠣質 二 酸 化 い お う 一 酸 化 炭 素 浮 遊 粒子状物質 二 酸 化 窒 素 光化学オキシダン ト

環境上の条件
1 時間値の 1 日

平均値が 0 . 0 4
中以下であ り 、
かつ 、 1 時間値
が 0 . 1 皿以下で
あ る こ と 。

1 時間値の 1 日平
均値が 1 0 脚以下
であ り 、 かつ、 1

時間値の 8 時間平

均値が 2 0 脚以下
であ る こ と 。

1 時間値の 1 日平
均値が 0 . 1 0 彬/

琺以下であ り 、 か
つ、 1 時間値が0.20
物ザノ琺以下であ る
こ と 。

1 時間値の 1 日

平均値が 0 . 0 4
胆か ら 0 . 0 6 脚

ま での ゾー ン内

又は、 そ れ以下
であ る こ と 。

1 時間値が 0 . 0 6

脚以下であ る こ と 。

測定方法
溶液導電率法 非分散型赤外分析

。十を用 い る方法

濾過捕集に よ る重

量濃度測定方法又
は 、 こ の方法によ

っ て測定さ れた重

量濃度 と 直線的な
関係を有する量が
え ら れる光散乱法

ザルッ マ ン試薬
を用 い る吸光光

度法

中 性 ヨ ウ化カ グ ウ
ム溶液を用 い る吸
光光度法又は、 電
量法

備考 1 浮遊粒子伏物質と は 、 大気中 に浮遊する粒子状物質であ っ て、 そ の粒径が 1 0 ミ ク ロ ン
以下の も のをい う 。

2 . 光化学オ キ シダ ン ト と は 、 オ ゾ ン 、 パー オキ シ ア セチ ルナ イ ト レ ー ト 、 そ の他の光化学
反応によ り 生成 さ れる酸化性物質 (中 性 ヨ ウ 化カ ノ ウ ム溶液か ら ヨ ウ素を遊離する ものに
限 り 、 二酸化窒素を除 く 。 ) を い う 。

表 3 5 大気汚染に係る 環境基準

2 汚染物質別測定結果

( 1 ) 二酸化硫黄

二酸化硫黄濃度の測定は、 自動測定機 (溶液導電率法 ) に よ り鳥取市松並町鳥取県衛生研究所

(以下衛生研究所と い う ) 日 吉津村 日 吉津藤山宅 (毎月 1 回 、 約 2 週間連続) 、 並びに 西部移動測

定局の米子、 境港両市内 2 地点 (以下米子保健所、 境港工業高校 と い う ) で実施 し て い る 。

昭和 5 8 年度の測定結果に よれは 、 衛生研究所では測定時間 8, 6 2 8 時間 について 1 時間値の 1

日 平均値の最高値 0 0 1 3 脚であ り 環境基準に適合 し てい る 。 西部移動測定局の米子保健所では側
　

, 定時間が 4, 7 0 2 時間で、 1 時間値の 1 日平均値の最高値は 0 .0 l o p樋であ っ たが年平均値は0.0 0 6

絆であ り 、 長期的瀬髭見て環境馨に適合 して い る と考え ら れる 。 ま た西部移動側定局の境港
! 工業高校及び 日 吉津村 日 吉津 も環境基準に適合 し てい る と考え ら れる 。

諭 ニ酸化硫黄の経年変化は図 1 の と お り であ る o

雫 日 吉津村 1 地点で実施 してお り 、 昭和 5 8 年度測定結果ま最高 o 4 5 5 鰡 S O ./日 / 1 0 0流 P bo ,

も (皆生温泉会館) で、 汚染の 目安と さ れる 0 5 雌 S 0 3 / 日/ 1 0 0 流 P b0 2 を下回っ てい る 。 経

隷 年変化は図 2 の と お り であ る 。
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表 3 6 二酸化硫黄濃度測定結果

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
1 時間値が

0 . 1 脚を超

えた時間数

と そ の割合

日平均値が

0. 0 4 脚を

超え た 日数

と そ の割合 時間値の最高値 日平均値の最高値 外値日平均値の二%除
日平均値 O

04脚を超え

た自力綾 日以

上連続 し た

こ と の有無

環境基準の

長期的評価

によ る 日平

均値 0 .凹岬

を超え!畑数

(日) 膿詔ゆ 岬) 、時眉印 翰 (日) 彌 @随 ) (脚) (脚 ) (有 ×無○) (日)

衛 生 研 究 所 360 8 , 628 0 . 005 0 O 0 O 0 .05 0 .01 3 0 .0 1 1 ○ ○

測定局西部移動
米 子保 健 所 1 96 4 , 702 0 006 0 0 0 O 0 .03 0 . 0 1 0 0 .の9 ○ ○

境港工業高校 108 2 , 5 そ粥 0 .005 0 O O O 0 .04 0 . 009 0 . 009 ○ ○

日 吉 津 1 69 4,052 0 004 0 O O 0 0 . 1 0 0 027 0 .0 1 6 ○ ○

(住) 有効測定 日数 と は 、 1 日 の測定時間が 2 0 時間以上であ る 日数

表 3 7 二酸化硫黄濃度経年変化

測定
局

項 目
昭和53
年 度

昭和54
年 度

昭和55
年 度

昭和56
年 度

昭和57
年 度

昭和58
年 度

衛生研究所
測 定 時 間 (時間) 8 , 475 8 , 539 8 , 7 26 8 868 8 674 8 , 628

年 平 均 値 ( 岬 ) 0 . 01 0 0 . 0 1 0 0 . 006 0 . 006 0 00 5 0 . 005

1 時間値が 0 1 皿を超えた時間数 (時間) 0 O 0 0 0 O

日平均値が 0 0 4 脚を超えた 日数 ( 日 ) 0 O O 0 O O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( 脚 ) 0 . 0 3 0 . 06 0 . 06 0 . 08 0 . 06 0 . 0 5

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 0 . 023 0 . 023 0 . 0 1 9 0 . 023 0 . 0 1 9 0 . 0 1 3

米子保健所
測 定 時 間 (時間) 3 , 1 02 3 , &l7 3 , 692 4 , 1 25 4 , 702

年 平 均 値 ( 岬 ) 0 . 0 1 2 0 . 0 1 1 0 008 0 008 0 00 6

1 時間値が 0 . 1 脚を超えた時間数 (時間) 0 0 O 2

日平均値が 0 . 0 4 脚を超えた 日数 ( 日 ) 0 0 0 3

1 時 間 値 の 最 高 値 ( 灘 ) 0 . 06 0 . 1 0 0 . 06 0 . 1 2 0 . 0 3

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 胆 ) 0 . 028 0 . 036 0 023 0 . 057 / o o 1 o



暫定 項 目
昭和53
年 度

昭和54
年 度

昭和55
年 度

昭和56
年 度

昭和57
年 度

昭和58
年 度

境小学校
測 定 時 間 (時間) 1 , 434 1 , 1 93 1 , 292 1 , 3 18

年 平 均 値 ( 岬 ) 0 . 01 2 0 0 1 0 0 . 006 0 . 0 05

1 時間値が 0 1 脚を超えた時間数 (時間) 0 塗マー■▲ O 0

日 平均値が 0 . 0 4 脚を超えた 日数 ( 日 ) 0 O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 0 06 0 . 1 1 0 . 03 0 03

日 平 均 値 の 最 高 値 ( P即 ) 0 . 027 0 . 038 0 . 0 1 3 0 . 01 0

境港工業高校
測 定 時 間 (時間) 1 , 3 (54 1 , 242 1 , 3 444 861 2 , 民粥

年 平 均 値 ( 岬 ) 0 0 1 1 0 008 0 005 0 005 0 005

1 時間値が 0 . 1 脚を超えた時間数 (時間) 0 O O O O

日 平均値が 0 0 4 P印を超えた 日数 ( 日 ) 0 0 0 0 O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( 脚 ) 0 . 05 0 . 08 0 . 03 0 . 02 0 . 04

日 平 均 値 の 最 高 値 ( P随 ) 0 . 025 0 . 023 0 . 0 1 2 0 . 008 0 . 009

渡小学校
測 定 時 間 (時間) 1 , 360 1 , 錐 1 1 , 3:34 1 , 3 19

年 平 均 値 ( 岬 ) 0 . 0 1 0 0 . 0 1 0 0 . 0 1 0 0 . 0 1 1

1 時間値が 0 . 1 PPmを超えた時間数 (時間) 0 0 0 O

日 平均値が 0 . 0 4 PPmを超えた 日数 ( 日 ) O 0 0 1

1 時 間 値 の 最 高 値 ( P随 ) 0 . 05 0 . 07 0 . 1 0 0 . 09

日 平 均 値 の 最 高 値 ( PPm ) 0 . 02 1 0 . 03 1 0 . 0くl4 0 . 04凶

日吉津
測 定 時 間 (時間) 1 , 7 5 1 2 , 036 2 , 356 1 , 560 4 , 32 0 4 , 052

年 平 均 値 ( 胆 ) 0 . 005 0 . 005 0 004 0 . 005 0 . 006 0 . 004

1 時間値が 0 . 1 脚 を超えた時間数 (時間) 0 0 0 0 1 0

日平均値が 0. 0 4 P随を超えた 日数 ( 日 ) 0 0 0 O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 0 04 0 . 07 0 . 06 0 . 07 0 . 1 3 0 . 1 0

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 脚 ) 0 . 0 1 1 0 . 027 0 . 025 0 . 026 0 . 032 0. 027
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表 3 8 二酸化鉛法に よ る硫黄酸化物濃度年平均値経年変化 (単位 " 吻 S0 3 /a/100 湖 P b0 2 )
測 定 地 点

昭和53
年 度

昭和54
年 度

昭和55
年 度

昭和56
年 度

昭和57
年 度

昭和58
年 度

鳥 取 市

鳥 取 警 察 署

鳥 取 家 政 高 校

鳥 取 市 立 病 院

※ 1 鳥 取 保 健 所

山 陰 合 銀 鳥 取 支 店 8799割館mÛ̂U★14̂U1ユnunUAÛUnu
0 . 1 26

0 . 1 1 8

0 . 275

0 . 077

0 . 1 37 RUrDハbnvo〉m̂U14らDnvnUnÛUnUnU リムAUAUこり〔UT-上1よす.よす1ÛAUハUnUnv 寸上らべUnノムRUAU14八=UnノムハUハÛUAVnv ヤリAV濯れマワJQJMMM鑪嫡〔UnUnVnUnv
倉 吉 市

倉 吉 市 役 所

日 本 交 通 新 町 営 業 所

県 立 厚 生 病 院

日 ノ 丸バス 上丼 タ ー ミ ナル

0 . 第3

0 . 1 79

0 . 072

0 . 1 41

0 . 042

0 . 1 06

0 . 0粥

0 . 063

0 . 046

0 . 1 03

0 . 047

0 . 082

0 . 03 1

0 . 072

0 . 030

0 049

0 . 034

0 . 07 1

0 . 03 1

0 . 049

0 , 029

0 . 059

0 . 027

0 . 041

米 子 市

夜 見 鉄 工 団 地

N H K 住 吉 中 継 所

皆 生 温 泉 会 館

米 子 保 健 所

米 子 商 工 会 議 所

西 部 総 合 事 務 所

0 . 053

0 . 009

0 . 1 49

0 . 047

0 . 1 26

0 1 79

0 . 052

0 . 02 1

0 . 1 31

0 . 056

0 . 1 46

0 236

0 . 099

0 067

0 . 1 39

0 . 096

0 . 1 26

0 . 1 48

0 . 1 25

0 . 073

0 . 284

0 . 1 1 7

0 199

0 . 237

0 . 062

0 . 1 78

0 . 1 1 8

0 . 1 1 0

0 . 062

0 . 080

0 . 074

0 . 046

0 . 222

0 . 088

0 , 1 5 1

0 . 1 7 7

日 吉 津 村 日 吉 津 小 学 校 0 . 錠刻 0 137 0 . 1 32 0 . 202 0 . 1 2 1 0 . 1 78

境 港 市

済 生 会 境 港 総 合 病 院

※ 2 境 港 警 察 署

※ 3 米 南 高 境 分 校

0 . 2 51

0 0頴

0 039

0 . 1 80

0 . 060

0 . 031

0 1 04

0 . 085

0 . 075

0 . 202

0 1 30

0 . 1 03

0 1 49

0 076

0 . 045

0 . 1 89

0 . 1 08

0 . 072

(注) ※ 1 印は昭和 5 3 年 8 月か ら測定点が東南東に約 2 0 0 伽移動 し 、 鳥取商工会館に変更。

※ 2 印 は昭和 5 1 年 7 月 か ら測定点が西に約 2 0 れ移動 し 、 境港元町病院に変更。 更に昭和

5 4 年 3 月 か らゴ ヒヘ約 2 2 0 れ移動 し 、 境港測候所に変更。

※3 印は昭和 5 1 年 3 月 か ら測定点が北西に約 7 8 0 佛移動 し 、 余子小学校に変更。

表 3 9 二酸化鉛法に よ る硫黄酸化物汚染度の評価

汚 染 度 昭 S0 3/ 日/1 00罐 P b0 2 評 価

汚 染 度 第 1 度 0 5 以 上 1 . 0 未 満 軽微な汚染

“ 第 2 度 1 . 0 以 上 2 . 0 未 満 普通度の汚染

“ 第 3 度 2 . 0 以 上 3 . 0 未 満 中等度の汚染

“ 第 4 度 3. 0 以 上 4. 0 未 満 やや高度の汚染

“ 第 5 度 4 0 以 上 高度の汚染

(注) P b0 2 法に よ る S0 2 汚染度の判定基準 (寺部)
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(2) 一酸化炭素

ア 一般環境大気測定局

一酸化炭素濃度の測定は 、 自動測定機 俳分散型赤外分析法) によ り 昭和 5 0 :年 6 月 か ら衛生

研究所で、 昭和 5 4 年 3 月 か ら 西部移動測定局で実施 してい る 。

昭和 5 8 年度測定結果 (表 4 0 ) に よれば、 衛生研究所では測定時間 8, 5 4 8 時間 につ いて 1

時間値の 8 時間平均値の最高値 1 . 6 岬 、 日 平均値の最高値 1 . 1 脚であ り 、 環境基準に適合 して い

る 。 西部移動測定局では 日平均値の最高値は 1 . 1 脚 隊と子保健所) 、 1 時間値の 8 時間平均値の

最高値は 1 7 脚 (米子保健所) てあ り 、 全地点 と も環境基準に適合 して い る と考え ら れる 。

経年変化は表 4 1 の と お り であ る 。

イ 自動車排出ガス測定局

自動車排出ガス に よ る大気中三撚斑ヒ炭素濃度の測定は、 自動測定機 (定電位電解法) によ り 昭

和 5 0 年度か ら鳥取市末広温泉町 ( 日交旅行セ ン タ ー ) で、 昭和 5 3 年度か ら米子市加茂町 (中

国電力前) で、 昭和 5 4 年 5 月 か ら鳥取市松並町 (丸山交差点) で毎月 1 回実施 し てい る。

昭和 5 8 年度測定結果 (表 4 2 ) に よれば 、 3 地点の 日平均値最高値は 5 . 3 蛔 ( 日交旅行セ ン

タ ー ) ~ 1 時間値の 8 時間平均値の最高値は 7 . 9 仰 く 日交旅行セ ン タ ー ) であ り 、 いずれも環境

基準に適合 してい る と 考え られる 。

表 4 0 一酸化炭素濃度測定結果 (一般環境大気測定局)

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
8 時間値
が 2 0 皿

を超えた
回数と そ
の 割 合

日平均値
が 1 0 脚

を超えた
日数と そ
の 割 合 8時間値の最高値 日平均値の最高値 外値日平均値の2%除

日平均値
1 0 脚を
超えた日
が 2 日 以
上連続し
た こ と の

有 無

環境基準
の長期的
評価に よ
る 日平均
値 1 0 岬
を超えた
日 数

(日 ) 時間 G皿) 回 甥 旧) 翰 (脚) (脚 ) (岬) (有 ×無○) (日 )

衛 生 研 究 所 357 8 ,548 0 4 O 0 0 0 1 .6 1 . 1 0 .8 〇 0

霧謳藁
193 4,631 0 . 5 O O O 0 1 .7 1 1 0 .9 ○ 0

1 1 0 2 , 636 0 .3 O 0 O O 1 .1 0 .5 0 . 5 ○ O

G注) 有効測定 日数 と は、 1 日 の測定時間が 2 0 時間以上であ る 日数
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表 4 1 一酸化炭素濃度経年変化 (一般環境大気測定局)

測定局 項 目
昭和53
年 度

昭和54
年 度

昭和55
年 度

昭和56
年 度

昭和朝
年 度

昭和58
年 度

衛生研究所
測 定 時 間 (時間) 2 , 392 8 , 71 5 8 , 727 8 , 645 8 , 725 8 , 5 4蜷

年 平 均 値 ( 岬 ) 0 . 6 0 . 5 0 5 0 4 0 4 0 . 4

8 時間値が 2 0 脚を超えた回数 ( 回 ) 0 0 0 0 0 0

日平均値が 1 0 脚を超えた 日数 ( 日 ) 0 0 0 0 O 0

8 時 間 値 の 最 高 値 ( 脚 ) 2 9 2 4 2 6 1 . 9 1 . 8 1 . 6

日 平 均 値 の 最 高 値 ( P剛 ) 1 . 4 1 . 7 1 . 6 1 . 2 1 . 3 1 . 1

米子保健所
側 定 時 間 (時間) 3 , 639 3 , 6 68 3 , 392 4 , 1 02 4 , 6 3 1

年 平 均 値 ( 脚 ) 0 6 0 6 0 5 0 5 0 5

8 時間値が 2 0 脚を超えた回数 ( 回 ) 0 0 0 0 0

日 平均値が 1 0 脚 を超えた 日 数 ( 日 ) 0 0 0 O 0

8 時 間 値 の 最 高 値 ( 剛 ) 2 . O 2 . 1 1 . 6 1 . 9 1 . 7

日 平 均 値 の 最 高 値 ( P印 ) 1 . 1 1 . 4 1 . 1 1 . 1 1 . 1

境小学校
測 定 時 間 (時間) 1 , 338 1 , 3 1 9 1 , 308 1 , 1 22

年 平 均 値 ( 脛 ) 0 . 4 0 . 5 0 . 4 0 . 4

8 時間値が 2 0 脚を超えた回数 ( 回 ) 0 0 O O

日 平均値が 1 0 脚を超えた 日数 ( 日 ) 0 O 0 0

8 時 間 値 の 最 高 値 ( 皿 ) 1 . 5 1 . 9 1 7 1 . 3

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 1 . 1 1 . 1 1 . 2 0 8

境港工業高校
測 定 時 間 (時間) 1 , 362 1 , 41 5 1 , 340 863 2 , 鋭絶

年 平 均 値 ( 岬 ) 0 . 4 0 4 0 . 3 0 . 3 0 3

8 時間値が 2 0 脚 を超えた回数 ( 回 ) O O 0 0 0

日 平均値が l o p皿を超えた 日 数 ( 日 ) 0 0 O 0 0

8 時 間 値 の 最 高 値 ( PPm ) 1 . 1 1 . 3 0 . 9 1 . 0 1 . 1

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 脚 ) 0 7 0 . 8 0 . 6 0 . 7 0 . 5

波小学校
測 定 時 間 (時間) 1 , 333 1 , 27 1 1 , 266 1 , 653

年 平 均 値 ( 脚 ) 0 3 0 3 0 3 0 3

8 時間値が 2 0 皿を超えた回数 ( 回 ) 0 0 0 0

日平均値が 1 0 脚を超えた 日 数 〔 日 ) 0 O O 0

8 時 間 値 の 最 高 値 ( PPm ) 0 . 8 0 . 9 0 . 7 0 8

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 脚 ) 0 . 6 0 6 0 . 5 0 . 5
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表 4 2 一酸化炭素濃度測定結果 (自動車排出ガス測定局)

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
8 時間値が 2 0

脚を超えた回数

と そ の 割 合

日平均値が 1 0

岬を超えた回数

と そ の 割 合 最高値8時間値の 最高値日平均値の
旧) (時間) (囲め 回 拗 (日) 協 鯉) @随 )

日交旅行セ ン タ ー 1 3 3 1 2 3 . 6 O 0 0 O 7 . 9 5 3

丸 山 交 差 点 1 2 288 1 . 6 0 0 0 O 3 . 6 2 . 6

中 国 電 力 前 1 2 288 1 . 3 O O 0 O 2 . 3 2 . O

(注) 有効測定 日数と は 、 1 日 の測定時間が 2 0 時間以上であ る 日数

表 4 3 一酸化炭素濃度経年変化 (自動車排出 ガス測定局)

測定局 項 目
昭和53
年 度

昭和54
年 度

昭和55
年 度

昭和56
年 度

昭和57
年 度 野口議

日交旅行センター
測 定 時 間 (時間 ) 2そ粥 312 1 20 264 235 31 2

年 平 均 値 ( 中 ) 2 . 7 3 . O 2 . 5 2 . 5 3 . O 3 . 6

8 時間値が 2 卸印を超えた回数 ( 回 ) O 0 O O 0 O

日平均値が 1 0 皿を超えた回数 ( 日 ) O O 0 0 0 O

8 時 間 値 の 最 高 値 ( 脚 ) 5 6 6 . 9 4 . 5 6 . 9 8 . O 7 . 9

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 3 . 7 4 . 5 3 . 2 3 . 3 5 . 5 5 3

丸山交差点
測 定 時 間 (時間 ) 356 96 240 1 92 2部

年 平 均 値 ( 岬 ) 2 . O 1 . 9 1 . 6 1 . 6 1 . 6

8 時間値が 2 0 脚を超えた回数 ( 回 ) 0 0 0 0 O

日平均値が 1 0 脚を超えた 日数 ( 日 ) O O O O O

8 時 間 値 の 最 高 値 ( 脚 )
｣

3 . 9 3 . 7 3 . 7 3 . 7

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 中 ) 2 . 7 2 . 4 2 . 3 2 . 2

中国電力前
測 定 時 間 (時間 ) 216 第8 288 芻8 2(鶏 288

年 平 均 値 ( 岬 ) 1 . 4 1 . 2 0 . 6 1 . 4 1 . 5 1 . 3

8 時間値が 2 0 脚を超えた回数 ( 回 ) O 0 0 O O O

日平均値が 1 0 皿を超えた 日数 ( 日 ) 0 0 O 0 O O

8 時 間 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 6 . O 3 . 7 2 . O 2 . 6 3 . O 23

2 . 0日 平 均 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 3 . 8 2 . 5 1 . 3 2 . 1 2 . 2

' ミリ }
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CO 図 3 一酸化炭素濃度経年変化
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圏 浮遊粒子状物質

浮遊粒子状物質濃度の測定は 、 自動測定機 (光散乱法) に よ り 測定 した相対濃度を重量濃度に換

算する方法によ り 、 昭和 4 8 年 9 月 か ら衛生研究所で、 昭和 5 4 年 3 月 か ら 西部移動測定局で実施

してい る 。

昭和 5 8 年度測定結果 (表 4 4 ) に よれば、 衛生研究所では 日平均値の最高値 0 . 0 7 1 錺#/祷、

1 時間値の最高値 0. 2 0 増/端で、 環境基準に適合 して いる 。 西部移動測定局では 1 時間値の最高

値は米子保健所 0 . 1 3 鰡/#、 境港工業高校 0 . 1 4 増/#で、 環境基準を満足 し てい る 。

経年変化は表 4 5 の と お り であ る 。

表 4 4 浮遊粒子状物質濃度測定結果

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
1時間値動ゞ

0 .20場%編

を超えた

時間数と

その割合

日平均値

が019物拶“

を超えた

日 数 と

その割合 1時間値の最高値 日平均値の最高値 日平均値の2%除外値
日平均値
01解読掃
を超えた
日 が 2 日

以上連続
した こ と

の 有 無

環境基準
の長期的
評価に よ
る 日平均
値 0 . 1 0
勿%編を超
えた 日数

(日) 鵤稲蛉嫁) 時間) 翰 (日) 翰 "為) 老熟Z塾 (有 ×無○) 旧)

衛 生 研 究 所 360 8,6 1 3 ) .0 25 0 0 0 0 0 .20 0 .07 1 0 .05 1 ○ 0

測定局西部移動
米 子 保 健 所 1 96 4 ,703 ) . 01 7 0 0 0 O 0 . 1 3 0 .045 0 .035 ○ 0

境港工業高校 1 08 2 ,良粥 ) .023 0 O O 0 0 . 1 4 0 .08 1 0 .05 1 ○ 0

(注) 有効測定日数と は 、 1 日 の測定時間が 2 0 時間以上であ る 日数

表 4 5 浮遊粒子状物質濃度経年変化

測瘤定 項 目
昭和53
年 度

昭和54
年 度

昭和55
年 度

昭和56
年 度

昭和57
年 度

昭和58
年 度

衛生研究所
測 定 時 間 (時間〉 8 , 477 8 , 430 8 , 損)2 8 , 680 8 , 663 8 , 61

年 平 均 値 解孫鈴 0. 025 0 . 0 30 0 . 030 0 . 026 0 . 025 0 02

1 時間値が0 .20物税緘を超銑た時間数 (時間) 0 7 4 0 O (

日平均値が0. 1 0噂者の蕗超えた日数 ( 日 ) 0 2 O 0 O (

1 時 間 値 の 最 高 値 @“%佛の 0 . 1 5 0 . 26 0 . 49 0 1 7 0 . 1 8 0 2

日 平 均 値 の 最 高 値 @“%槍 0 . 067 0 . 1 1 4 0 . 092 0 . 083 0 . 066 0 07
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誓 項 目
昭和53
年 度

昭和54
年 度

昭和55
年 度

昭和56
年 度

昭和57
年 度

昭和58
年 度

米子保健所
測 定 時 間 (時間) 3 , 622 3 , 742 2 , 692 4, 097 4 , 703

｢年 平 均 値 @%籠り 0 . 030 0 . 035 0 . 032 0 020 0 . 01 7

1時間値が0 .20物税編を超えた時間数 (時間) 8 8 4 0 0

日平均値が0 1仰%冤 を越えた 日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0

1 時 間 値 の 最 高 値 繊鋭伽め 0 . 29 0 . 28 0 29 0 . 1 5 0 1 3

日 平 均 値 の 最 高 値 @%伽の 0 093 0 094 0 . 1 22 0 . 068 0 . 045

境小学校
測 定 時 間 (時間 ) 1 , 434 1 , 1 97 834 1 , 1 72

年 平 均 値 繊鋭伽め 0 . 035 0 . 03 3 0 . 022 0 026

1時間値が0 .2仰新盆を超えだ時間数 (時間) 0 2 0 0

日 平均値直が0 1 0勿%錆を超えた 日数 ( 日 ) 0 0 0 0

1 時 間 値 の 最 高 値 @%籠り 0 1 5 0 . 22 0 . 1 5 0 . 1 4

日 平 均 値 の 最 高 値 @%伽の 0 . 092 0 . 088 0 . O7 0 0 . 059

境港手業高校
測 定 時 間 (時間) 1 , 364 1 , 242 1 , 1 5 1 647 2 , 斑郊

年 平 均 値 @%籠り 0. 05 1 0 034 0 . 021 0 . 027 0 . 023

1時間値直が 0 .2仰“冤を超えた時間数 (時間) 7 1 0 0 0

日平均値が 0 1仰%“ を超えた 日数 ( 日 ) 4 0 0 0 0

1 時 間 値 の 最 高 値 @銃翁 0 56 0 22 0 . 1 3 0 . 1 3 0 . 1 4

日 平 均 値 の 最 高 値 @銃伽の 0 . 1 42 0 089 0 . 041 0 . 079 0 . 081

波小学校
測 定 時 間 (時間) 1 , 356 1 , 341 1 , 1 49 1 , 294

年 平 均 値 @%伽の 0 . α扮 0 . 03 1 0 . 0 23 0 . 025

1時間値直が0 . 2仰%編 を超えた時間数 (時間) O 0 0 0

日平均値動逍. 1仰%“ を超えた 日数 ( 日 ) 0 0 0 0

1 時 間 値 の 最 高 値 @%籠り 0 1 2 0 1 7 0 . 08 0 . 1 2

日 平 均 値 の 最 高 値 @:%籠り 0 . 048 0 069 0 . 038 0 . 085

図 5 浮遊粒子状物質濃度経年変化
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(4 ) 窒素酸化物

窒素酸化物濃度の測定は 、 自動測定機 (ザルツ マ ン試薬を用 い る吸光光度法) に よ り 昭和 4 8 年

5 月 か ら衛生研究所で、 昭和 5 4 年 3 月 か ら 西部移動測定局で実施 してい る 。

昭和 5 8 年度の二酸化窒素の測定結果 (表 4 6 ) に よ れば、 衛生研究所では 日平均値の最高値が

0 . 0 3 0 脚であ り 環境基準に適合 してい る 。 西部移動測定局では 日平均値の最高値が米子保健所

0 0 2 6 脚、 境港工業高校 0 . 0 1 1 脚であ り 、 各測定地点と も 環境基準に適合 してい る 。

二酸化窒素の経年変化は表 4 7 の と お り であ る 。

表 4 6 二酸化窒素濃度測定結果

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
日平均値が

0. 0 6 皿を

超えた 日数

と そ の割合

日平均値が

0 . 0 1 脚以

上 0. 0 6 脚

以下の 日数

と その割合 1時間値の最高値 日平均値の最高値 日平均値の年間98%値
98%値評価

に よ る 日平

均値が0 .06

脚 を 超 え

た 日 数

旧) (時間) (岬 ) (日) 眺) ( 日 ) 憐) (岬 ) (岬 ) (岬 ) 旧)

衛 生 研 究 所 361 8 , &範 0 . 008 O O O 0 0 . 05 0 . 030 0 . 0 1 9 O

測定局西部移動
米 子 保 健 所 195 4, 67 1 0 . 009 O 0 0 0 0 . 04 0 . 026 0 . 0 1 7 0

境港工業高校 uo 2 , 636 0 . 003 O O 0 0 0 . 02 0 . 0 1 1 0 . 009 0

(住 ) 有効測定 日数と は、 1 日 の測定時間が 2 0 時間以上であ る 日数

表 4 7 二酸化窒素濃度の経年変化

測定
局

項 目
昭和53
年 度 浬和髪

昭和55
年 度

昭和56
年 度

昭和57
年 度

昭和58
年 度

衛生研究所
測 定 時 間 (時間) 7 , 63 1 8 , 564 8 , 695 8 , 錢;2 8 , 525 8 , 645

年 平 均 値 ( 岬 ) 0 . 0 1 1 0 . 01 0 0 . 009 0 . 008 0 . 008 0 . 008

日 平均値が 0 . 0 6 脚を超えた 日数 ( 日 ) O 0 0 0 0 0

1 時 間 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 0 . 08 0 . 07 0 . 06 0 . 05 0 . 06 0 . 05

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 0 . 0 26 0 . 027 0 . 030 0 . 025 0 . 028 0 . 030

米子保健所
測 定 時 間 (時間) 3 , 6 57 3 , 81 3 3 , 853 4 , 2 18 4 , 67 1

年 平 均 値 〔 岬 ) 0 . 0 1 3 0 . on 0 . 01 3 0 . 0 1 0 0 . 009

日 平均値が 0. 0 6 脚を超えた 日数 ( 日 ) 0 0 O O 0

1 時 間 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 0 . 06 0 . 07 0 . 05 0 . 06 0 . 04

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 0 . 030 0 . 035 0 . 026 0 . 025 0 . 026
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誓 項 目
昭和53
年 度

昭和54
年 度

昭和55
年 度

昭和56
年 度

昭和57
年 度

昭和58
年 度

境小学校
測 定 時 間 (時間) 1 , 363 1 , 3 1 9 1 , 293 1 , 200

年 平 均 値 ( 岬 ) 0 . 009 0 . 008 0 . 0 (陥 0 . の7

日平均値が 0 . 0 6 岬を超えた 日数 ( 日 ) 0 O 0 O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( P皿 ) 0 05 0 . 04 0 . 05 0 03

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 0 029 0 . 021 0 . 032 0 . 01 2

競落工業高校
測 定 時 間 (時間 ) 1 , 3 1 6 1 , 367 1 , 344 864 2 , 636

年 平 均 値 ( 脚 ) 0 . 006 0 . 005 0 . 004 0 004 0 . 003

日平均値が 0 0 6 岬を超えた 日数 ( 日 ) 0 0 0 0 O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( P印 ) 0 . 04 0 04 0 . 03 0 . 03 0 . 02

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 脚 ) 0 01 4 0 . 0 16 0 . 009 0 0 1 2 0 . 0 1 1

渡小学校
測 定 時 間 (時間) 1 , 38 1 1 1 28 1 , 295 1 , 65 5

年 平 均 値 ( PPm ) 0 . 005 0 004 0 . 004 0 . 003

日平均値が 0 . 0 6 脚を超えた 日数 ( 日 ) 0 0 0 0

1 時 間 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 0 03 0 . 03 0 . 03 0 . 03

日 平 均 値 の 最 高 値 ( P印 ) 0 01 8 0 . 0 1 1 0 . 01 1 0 . 015

図 6 二酸化窒素濃度経年変化(胆 )

0 0 4

。/ / /"＼、 、 .一一一 衛生研究所

--ノメ/▲＼＼"学--ノキメ こま 糞難難校

53 5 4 55 56 57 5 8

(5) 光化学オ キ シ ダ ン ト

光化学オキ シ ダ ン ト 濃度の測定は、 自 動測定機 (中性 ヨ ウ 化カ ノ ウ ム溶液を用 い る 吸光光度法)

に よ り 昭和 4 8 年 6 月 か ら衛生研究所で、 昭和 5 4 年 3 月 か ら 西部移動測定局で実施 してい る 。

昭和 5 8 年度の測定結果 (表 4 8 ) に よ れば、 衛生研究所では 1 時間値の最高値が 0 . 0 8 脚であ

り 、 昼間測定日数 3 5 5 日 、 時間数 5 3 0 2 時間中 1 8 日 9 4 時間が環境基準を超えてい る が 緊

ミ 急時の措置基準 0 1 2 脚 を超え る こ と は なか っ た。 西部移動測定局では昼間の 1 時間値が環境基隼

を超えた 日数、 時間数は米子保健所で昼間測定 日数 1 7 7 日 、 時間数 2 , 6 5 0 時間中 1 0 日 5 3 時

間 、 境港工業高校で 8 8 日、 1 , 3 1 4 時間中 2 3 日 1 1 3 時間であ っ たが緊急時の措置基準 0 . 1 2 P即

を超え る こ と は なか っ た。 ま た 、 被害の届出は なか っ た。

経年変化は表 4 9 の と お り であ る 。
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表 4 8 光化学オキ シ ダ ン ト 濃度測定結果

測 定 局 有効測定日数 測定時間数 年平均値
1 時間値

が 0 . 0 6

P即を超え

た時間数

と そ の
A割 □ 1時間値の最高値 日平均値の最高値 昼間測定日数 昼間測定時間数

昼間の 1

時間値が

0 . 0 6 中

を超え た

日 数 と

時 間 数

昼間の 1

時間値が

0‐ 1 2 岬

以 上 の

日 数 と

時 間 数

脣の

間

の最

1

時高

間

値値

昼間

間値

のの

最平
高年
1 均

時値

旧) 膿網即 岬) 鮨間) 鯵 岬) 仲迎) ( 日) 鰹網⑤ 旧) @寺指勘 旧) 解網⑩ (岬) (岬 )

衛 生 研 究 所 355 8 47 5 0 . 029 95 1 . 1 0 .僻 3 .062 355 5 ,302 1 9 94 0 0 0 08 0 . 044

西部鼾鯛製偽胤
米 子保 健 所 177 4 ,243 0 .031 57 1 .3 0 .08 0 059 1 7 7 2 ,650 1 1 55 0 O 0 08 0 043

境港工業高校 88 2 , 1 02 0 039 1 31 6 .2 0 . 09 0 062 88 1 ,3 1 4 23 1 1 3 0 0 0 . 09 ) . 057

(往 ) 1 . 有効測定 日数と は 、 1 日 の測定時間が 2 0 時間以上であ る 日数

2 . 昼間 と は 5 時か ら 2 0 時ま での時間帯

表 4 9 光化学オキ シ ダ ン ト 濃度経年変化

誓 項 目
昭和53
年 度

昭和54
年 度

昭和55
年 度

昭和56
年 度

昭和57
年 度

昭和58
年 度

衛生研究所
昼 間 測 定 日 数 ( 日 ) 1 07 345 359 344 357 355

昼 間 測 定 時 間 (時間) 1 , 579 5 , 1 1 3 5 , 345 5 , 1 22 5 , 339 5 , 302

昼間の 1 時間値が 0. 0 6 PPmを超え

た 日数と 時間数

( 日 ) 0 1 3 9 9 1 9 1 9

(時間) 0 71 41 2 1 87 94

昼間の1時間値直が0,職印以上の時間数 (時間) O 0 O O 0 O

居 間 の 1 時 間 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 0 , 第 0 . 08 0 . 08 0 . 08 0 . 08 0 08

昼間の 日最高 1 時間値の年平均値 ( 岬 ) 0 . 037 0 . 043 0 . 040 0 . 039 0 . 04 1 0 . 044

米子保健所
昼 間 測 定 日 数 ( 日 ) 1 52 1 5 1 1 36 1 63 1 77

昼 間 測 定 時 間 (時間) 2 , 2 1 6 2 , 254 2 , 0 1 1 2 , 423 2 , 650

昼間の 1 時間値が 0. 0 6 脚を超え

た 日数と 時間数

〔 日 ) 5 1 2 6 9 1 1

(時間) 1 4 79 36 37 55

昼間欧乳時間値直が0辺躍以上の時間数 (時間) 0 O 0 0 O

昼 間 の 1 時 間 値 の 最 高 値 ( 即 ) 0 . 08 0 . 1 0 0 . 09 0 . 08 0 08

0 . 0 43昼間の 日最高 1 時間値の年平均値 ( 脚 ) 0 . 0く幹 0 . 038 0 . 037 0 042

- 60 -



齪局!境小学校
項 目

昭和53
年 度 野口護

昭和55
年 度

昭和56
年 度

昭和57
年 度

昭和58
年 度

居 間 測 定 日 数 ( 日 ) 58 5 1 40 47

尽 間 測 定 時 間 (時間) 869 765 594 704

昼間の 1 時間値が 0 . 0 6 PPmを超え

た 日数と 時間数

( 日 ) 2 3 0 6

(時間 ) 6 23 O 4 1

昼間の1時間値直が0 .12P戦以上の時間数 (時間) 0 0 0 0

昼 間 の 1 時 間 値 の 最 高 値 ( P皿 ) 0 . 08 0 . 09 0 . 06 0 09

昼間の 日最高 1 時間値の年平均値 ( 脚 ) 0 040 0 . 043 0 040 0 . 049

境港工業高校
居 間 測 定 日 数 ( 日 ) 57 47 44 36 88

居 間 測 定 時 間 (時間) 854 702 657 539 1 , 3 1 4

昼間の 1 時間値が 0 . 0 6 P皿を超え

た 日数 と時間数

( 日 ) 4 3 5 3 23

(時間) 8 1 6 4 1 1 3 1 1 3

昼間の1時間値が0 .屹P彫以上の時間数 (時間) 0 0 O O 0

昼 間 の 1 時 間 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 0 . 07 0 . 08 0 . 1 1 0 . 08 0 . 09

昼間の 日最高 1 時間値の年平均値 ( 岬 ) 0 . 044 0 . 040 0 . 048 0 . 049 0 . 057

波小学校
居 間 測 定 日 数 ( 日 ) 57 56 52 67

居 間 測 定 時 間 (時間) 849 840 777 1 , 003

昼間の 1 時間値が 0 . 0 6 P皿を超え

た 日数 と 時間数

( 日 ) 1 2 4 1 5

(時間) 1 5 21 75

昼間の1時間値直が0 . 12皹彫以上の時間数 (時間 ) 0 0 0 0

昼 間 の 1 時 間 値 の 最 高 値 ( 皿 ) 0 . 07 0 07 0 . 08 0 . 08

昼間の 日 最高 1 時間値の年平均額 ( 岬 ) 0 . 04 1 0 . 04篩 0 044 0 . 056

(住) 1 . 昼間 と は 5 時か ら 2 0 時までの時間帯

図 7 光化学オ キ シ ダ ン ト

環境基準を超えた 日数の経年変化

メ 』-｢ 衛生研究所

← や 米子保健所

/ ′ ′ o キー - × 境港工業高校

こま ず〉にミダ
0.06 岬

を超えた
53 54 5 5 5 6 5 7 58

日数 /年数
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(翰 降下ばい じん

降下ばい じんの測定は 、 デポ ジ ッ ト ゲー ジ法によ る測定を昭和 4 6 年 9 月 か ら開始 し 、 現在 4 市

1 村、 。十 5 地点で実施 してい る。

昭和 5 8 年度の測定結果 (表 5 0 ) を見る と 、 最高は鳥取市栄町 (山陰合同銀行鳥取支店)の 1 8 . 5

t o n/疏/月 で、 最低は倉吉市葵町 (倉吉市役所) 7 . 8 t o n/婉/月 であ る が 年平均を見て も 全

測点で汚染の 目安と さ れて い る 1 0 未満 t o n /煽/月 の部類に入 り 、 軽微な汚染と いえ る 。 ま た 、

経年的にみて も横ばい傾向にあ る 。 (図 8 )

表 5 0 降下ばい じん量の経年変化
(単位 : t o n /嬬/月 )

ふまミきき
昭和53年度 昭和54年度 昭和55年度 昭和56年度 昭和57年度 昭和58年度

暈
局 鬆胝 蚤 最高 履ほ 平均 最高 履 平均 量

局

最
低 霧 書 蒸 平均 最高 罨ほ 平均

鳥取
山陰合同銀
行鳥取支店

1 0 .8 2 .3 6 . O 7 . 9 2 .9 5 . 1 15 . 3 2 4 6 .8 9 . 1 2 1 5 . 6 12 .9 1 .9 6 . O 18 .5 3 . 1 8 4

倉吉 倉吉市役所 8 .4 1 .1 4 .O 7 .2 1 .3 3 .4 18 .4 1 .4 5 .2 8 .O 0 . 9 3 .9 6 . 9 1 .6 3 .6 7 .8 1 .6 4 . 2

米子
西 部 総 合
事 務 所

9 .2 0 .9 4 .6 107 2 .5 5 .6 16 .6 3 .O 7 .8 8 . 1 1 .6 4 .5 9 .5 1 .9 4 .8 12 .9 2 .7 6 .8

境港
済生会境港
総 合 病 院

9.8 1 . 7 4 .8 12 .O 3 .5 6 . 7 18 .6 2 .6 7 .7 9 .O 1 .9 5 . 2 11 .8 2 .8 6 .2 13 4 2 . 5 71

日津吉
日 吉 津
小 学 校

7 .2 1 .5 3 .8 7 9 1 .4 4.9 6 .2 2 .O 4 . 1 7 . 1 1 . 4 3 . 3 7 .2 1 .5 3 .6 8 .O 1 .5 4 . 1
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ブポ ジ ッ ト ゲー ジ法に よ る降下ばい じん汚染度の評価

汚 染 度 降下ばい じん量 ( t on /拗/月 ) 評 価

1 1 0 未 満 軽 微 な 汚 染

2 1 0 以 上 2 0 未 満 中 等 度 の 汚 染

3 2 0 以 上 肯 度 の 汚 染同



図 8 降下ぽい じん量の経年変化

(t oツう覇/月 )

'あれ＼ ‐＼‐ヒノノ 三 橇衾奪取支店
/ 〆 ･ キジジあ △- △ 済生会境港総合病院※、 、 / ＼o＼ ヌ

メ ＼、// ぴ - 『 日 吉津小学校

53 54 55 5 6 5 7 5 8

各汚染物質の経年変化

一般環境大気測定局におけ る各汚染物質濃度の測定は 、 次の と お り であ る 。

鳥取市衛生研究所にお いては、 二酸化硫黄濃度の年平均値は昭和 5 3 年度か らの 6年間で、 0 . 0 1 o

ppmか ら 0 . 0 0 5 PPm と やや減少傾向が う かがわれ る 。 一酸化炭素濃度は年平均値が昭和 5 3 年度 0 . 6 か

ら 0 . 4 と やや減少傾向が う かがわれる 。 浮遊粒子状物質濃度は昭和 5 3 年度以来年平均値は横ばい傾

向に あ る 。 窒素酸化物 (二酸化窒素 ) については、 昭和 5 3 年度以来年平均値は 0 . 0 0 8 ~ 0 . 0 1 1

皿の範囲にあ り 、 日 平均値が 0 . 0 6 P川を超えた 日数は皆無であ る 。

光化学オ キ シダ ン ト 濃度は昭和 5 3 年度以来昼間の 1 時間値が 0 . 0 6 岬を超えた時間数はやや増加

傾向にあ る が、 緊急時の措置基準 0 . 1 2 脚を超えた時間は皆無であ っ た。

西部移動測定局においては、 二酸化硫黄濃度の年平均値は昭和 5 4 年度か ら 5 8 年度において

0 . 0 0 4 ~ 0 . 0 1 2 脚 であ る 。 一酸化炭素濃度は年平均値がほぼ横ばい傾向にあ る 。 窒素酸化物につい

ては、 5 4 年度以来日平均値が 0 0 6 PPm を超えた 日数は皆無であ る 。

光化学オ キ シダ ン ト 濃度は昭和 5 4 年度以来昼間の 1 時間値が 0. 0 6 脚を超えた時間数は増加傾向

に あ る が、 緊急時の措置基準 0 . 1 2 脚を超えた時間は皆無であ る 。

自動車排出ガス測定局にお ける一酸化炭素濃度は、 鳥取市末広温泉町 日交旅行セ ン タ ーで昭和 5 3

年度か らの年平均値は 2 5 ~ 3 6 岬であ り 、 1 時間値の 8 時間平均値が 2 0 PPmを超えた もの及び 1 時

間値の 日平均値が 1 0 岬を超えた も の は皆無であ っ た。

鳥取市松並町丸山交差点及び米子市加茂町中国電力前については 、 鳥取市 日交旅行セ ン タ ー と 同程

度な い しそ れ以下の濃度が保たれて い る 。
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第 2 節 大気汚染の防止対策

1 法 ･ 条例に よ る規制

田 法によ る規制

大気汚染防止法 (以下 ｢法｣ と い う 。 ) の仕組み と し ては 、 施設の種類を定め (ばい煙発生施設

2 8 種、 粉 じん発生施設 5 種) 各施設を設置 し よ う とする者、 及び現に設置 してい る施設を変更 し

よ う と する者に対 して、 届出の義務 (法第 6 条設置属 、 第 8 条変更届 ) を課 し 、 ま た、 ばい煙排出

者の遵守すべき排出基準を定め、 こ の排出基準に適合 し な い場合は 、 ばい煙排出者に対 し計画変更

や改善を命 じ (法第 1 4 条) こ れに従わ な い場合は罰則が適用 さ れる。

なお、 現在、 硫黄酸化物 はい じん ･ 有害物質 (塩化水素等) ･ 窒素酸化物等について、 排出基

準が定め ら れてい る。

ア 硫黄酸化物

硫黄酸化物の排出基準 (施行規則第 3 条) は 、 排出 口の高さ に応 じて定め ら れた硫黄酸化物の

許容限度 と して q = k × 1 0 - 3 × He 2 ( q は 1 時間当た り の硫黄酸化物の排出基準量、H e は有

効煙突高、 K は排出係数) で表さ れてお り 、 規制は K値で行われてい る 。 本県は 、 昭和 4 9 年 4

月 1 日か ら全域が 1 7 . 5 と な って い る 。

イ ばい じん

ばい じんの排出基準 (施行規則第 4 条) は 、 ばい煙発生施設において発生 し~ 排出 口か ら大気

中に排出さ れる ぽい じん量について 、 発生施設の種類及び規模ごと に規制 さ れてい る 。

近年石炭転換等エネ ルギー状勢の変化への対応 と 、 大気中の粒子状物質に対する対策と して昭

和 5 7 年 6 月 1 日 よ り 排出規制の改定強化が図 ら れた 。 改定の概要は①法第 3 条第 1 項の規定に

よ るばい じんの排出基準 (一般排出基準) を 1 / 2 に強化、 ② コ ー ク ス炉等の 7 施設について新

たに排出基準を設定、 ③標準酸素濃度補正方式の導入に よ り 、 規制の公平を期する等であ る 。

ウ 塩化水素

塩化水素の排出基準 鮠れ行規則第 5 条第 1 号 ) は、 ば い煙発生施設において発生 し 、 排出 ロか

ら大気中に排出 さ れる塩化水素について、 発生施設の種類に よ り 規制 さ れてお り 、 廃棄物焼却炉

等が該当 してい る 。

ェ 窒素酸化物

固定発生源に対する全国一律の窒素酸化物排出基準 (施行規則第 5 条第 2 号 ) については 、 昭

和 4 8 年 8 月 に大型施設を対象とする第 1 次規制、 昭和 5 0 年 1 2 月 に対象施設の拡大等を内容

と する第 2 次規制、 ま た 、 昭和 5 2 年 6 月 に対象施設の拡大及び排出基準の強化を主 とす る第 3

次規制、 更に昭和 5 4 年 8 月 1 0 日か ら対象施設を拡大 した第 4 次規制、 更に昭和 5 8 年 9 月 1

日か ら固体燃料 (石炭等) に係る排出基準強化を主 とする第 5 次規制を実施 してい る 。

(資料 3 )
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オ その他の有害物質

その他の有害物質 (塩化水素を除 く 。 ) の排出基準 (施行規則第 5 条第 1 号 ) は 、 ばい煙発生

施設において発生し 、 排出 口か ら大気中 に排出 さ れる有害物質につ いて、 発生施設の種類によ り

規制さ れてい る 。

力 粉 じ ん

粉 じんに関する規制は 、 粉 じん発生施設について定め ら れてい る構造並びに使用及び管理に関

する 基準 (施行規則第 1 6 条) に よ り 規定さ れている 。

以上、 県では 、 ばい煙排出者に果さ れてい る排出基準の遵守を監視する ため 、 県内各保健所及

び衛生研究所を通 じ て、 施設立入検査を行い 、 煙道中排ガス測定、 重油の抜き取り (含有硫黄分

測定) 等を実施 し 、 排出基準を上回っ て いる 施設に は 、 ばい煙排出者に対 し 、 施設改善指導を実

施 してい る 。

昭和 5 8 年度末現在におけ るばい煙発生施設 (表 5 1 ) 、 ま た 、 粉 じん発生施設 (表 5 2 ) は

次の と お り であ る 。

表 5 1 大気汚染防止法に基づく ばい煙発生施設種類別届出数

(電気工作物 ･ ガス工作物であ るばい煙発生施設を含む)

令別表第一
の 頃 番 号 施霊名＼~邁進所名 鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 。十

1 ボ イ フ ー 1 76 1 9 90 1 98 1 3 496

2 ガ ス 発 生 炉 2 2 4

5 溶 解 炉 7 7

6 金 属 加 熱 炉 9 7 1 6

7 石 油 加 熱 炉 1 2 3

9 焼 成 炉 3 5 8

1 l 乾 燥 炉 6 〔 6 〕 2 〔 2) 5 〔 5 〕 9 〔 9 〕 1 〔 1 〕 23 〔 23 〕

1 2 電 気 炉 2 2

1 3 廃 棄 物 焼 却 炉 1 5 1 2 8 4 1 1 0 86

。十 203 ( 1 42 ) 33 (25 ) 1 1 2 (8O ) 273 ( 1 68 ) 24 ( 1 9 ) 645 ( 434 )

(注) 〔 〕 ･ ･骨材乾燥炉数 ( )･ ･ 工場 ･ 事業場数 (昭和 5 9 年 3 月 3 1 日 現在)
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表 5 2 大気汚染防止法に基づ く 粉 じん発生施設種類別届出敷

く電気工作物であ る粉 じん発生施設を含む)

令別表第二
の 項 番 号 施ぎ~廼所名 鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 計

2 堆 積 場 2 T上 2 8 一言I･ 1 4

3 コ ン ベ ア 2 1 5 1 3 4 43

4 整 雑 癩 1 2 6 7 1 26

5 ふ る い 6 3 1 2 1 1 3

。十 41 (8) 1 5 (4) 3 (3 ) 卸 (1 1 ) 7 (2) 96 (28 )

(注) { } ･ ･ 工場 ･ 事業場数 (昭和 5 9 年 3 月 3 1 日 現在)

物) 自動車排出ガス規制

自動車排出ガス に よる 大気汚染防止対策と して 、 国においては中央公害対策審議会の答申に基づ

き新車及び使用過程車を対象と して一酸化炭素、 炭化水素、 窒素酸化物等に係る規制が段階的に強

化さ れ、 排出ガス の量の削減が図 ら れてい る 。

(3 ) 条鋼り に よ る規制

鳥取県公害防止条例 (昭和 4 6年 1 0 月 1 2 日 公布、 県条例第 3 5 号、 昭和 4 7 年 4 月 1 日 施行)

に よ る 規制は、 ハー ク 炭製造施設及び貯蔵施設、 打編機、 混打編機を粉 じん関係特定施設 (表 5 3 )

と し 、 施設管理基準 (表 5 4 ) を定めて規制 してい る が、 昭和 5 8 年度末現在の届出数は表 5 5 の

と お り であ る。

表 5 3 粉 じん関係特定施設と規模

施 施 名

1 . パー ク 炭 (の こ 眉 、 木皮等を炭化させ微粉炭に し た も の ) 製造施設及び貯蔵施設

2. 打編機及び混打編機

表 5 4 粉 じん関係特定施設に係る 構造並びに使用及び管理に関する 基準

管 理 基 準

次の各号のいずれかに該当する こ と 。

L 粉 じんが飛散 しに く い構造の建築物内に設置 さ れてい る こ と 。

2 . フ ー ド 及び集 じん機が設置さ れてい る こ と 。

3 . 戸 ･ 窓が密閉 さ れてい る こ と 。

4 . 前各号 と 同等以上の効果を有する措置が講 じ ら れてい る こ と 。
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表 5 5 公害防止条例に基づ く 粉 じん関係特定施設種類別届出数

施没 、、、、、~、、、、保健所名 鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 。十

打 綿 機 21 G8) 8 (8) 26 (2 4) 32 (27 ) 3 (3) 90 (80 )

混 打 編 機 1 く 1 ) 7 ( 1 ) 1 ( 1 ) 9 ( 3 )

パ ー ク 炭 製造 ( 貯 蔵 ) 施 設 1 (1 ) 1 ( 1 )

。十 22 (1 9 ) 9 (9 ) 33 (25 ) 難 く28 ) 3 (3 ) 1 00 (84 )

(注 ) ( ) ･ ･ は事業場の敷 く昭和 5 9 年 3 月 3 1 日 現在)

2 監視状況 と行政指導

(1 ) 脛道中排出ガス 測定立入検査

昭和 5 8 年度中 に煙道中排出ガス 測定立入検査を実施 し た施設 (表 5 6 ) は延べ 1 1 物施設 (3 9

工場 ･ 事業場) であ り 、 ばい じんの量が排出基準を超えた施設及び、 窒素酸化物濃度の排出基準を

超えた施設は無か っ た。

表 5 6 昭和 5 8 年度煙道中排ガス 測定立入検査状況

令別表第 1 の施設数

硫黄酸化物 ば い じ ん 塩 化 水 素 窒素酸化物 合 。十

立 入
施設数

違 反
施役数

立 入
施設数

違 反
施設数 葹翁

違 反

施設数
立 入
施設数 製籤

立 入
施設数

違 反
施設数

1 ボ イ フ ー 22 0 2 1 0 -14 0 22 0 66 (23) 0

9 焼 成 炉 0 0 14 0 O 0 O O 1 ( 1 ) 0

1 1 乾 燥 炉 -1重一 0 14 0 0 0 1 0 3 ( 1 ) 0

1 3 廃 棄 物焼却 炉 10 0 1 3 0 1 1 0 8 O 42 ( 1 4) O

。十 33 O 36 0 1 2 0 31 0 1 1 2 (39) 0

(注) ( )…工場 事業場数

{2) 重油抜取 り 検査

大気汚染防止法に基づ く 硫黄酸化物排出基準 (K値直規制) に係る適合状況について昭和 5 8 年度

中 に 2 0 0工場･ 事業場に立入検査を実施 し 、 使用燃料中の重油の抜き取り 検査を行っ た結果いずれ

も 基準以下であ っ た 。

(3 ) 大気関係監視指導伏況

昭和 5 8 年度中に実施 したば い煙発生施設及 び粉 じん発生施設等に対 して施設の改善等で行政

指導 した延件数は表 5 7 の と お り であ る 。

表 5 7 大気関係監視延指導件数

項 目
ばい煙発生施設

。十
粉 じん発生施設

。十 合 。十
法 その他 法 条 例 その他

延 監 視 指 導 件 数 394 O 394 1 0 0 1 395
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